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流通とＳＣ・私の視点 

2014 年３月 29日 
 

ＳＣの「一点」「拡大」「多様化」「覇権」の理論とは!! 

 

 １つの“もの”が勢力を拡大し、最終的には支配者となるプロセスを「一点」から出発し、自分に適合

した環境の中で「拡大」し、やがてあらゆる環境に対応して「多様化」し、そして最終的には「覇権」を握

り支配者となるプロセス理論を流通業の覇権業態であるＳＣを喩えに述べます(六車流：流通・マーケティン

グ理論)。 

潜在的な強者(今は強者ではないが、進化により強者になる可能性を持っている“もの”)は、どこにでも

発生する並みの“もの”ではなく突然変異的に「一点」で出現します。人類はアフリカの一点(中央アフリカ

のサバンナ)、宇宙は無の中の一点(ビッグバーン)、ＳＣはアメリカの一点(郊外)、徳川幕府は三河の一点

(松平家)、マダガスカルの猿はマダガスカルの森の一点(大陸から辿り着いた海岸)から出発しました。商業

で言うと、市場や小売業は世界同時に各地で出現しましたが、ＳＣはアメリカという特定のエリアで従来の

市場や小売業とは異なる切り口で突然変異的に出現しました。すなわち、ＳＣの出現の背景は「中産階級の

出現による大量消費時代の到来」と「車の大量生産と郊外生活による車社会の到来」と「人口大移動(田舎か

ら都会、さらに郊外への人口移動)の到来」の３つの条件が揃わないとＳＣという業態は出現しません。まさ

に、この３つの条件を備えていたのは当時(1900 年頃)アメリカのみでした。 

人類も世界同時に出現したのではなく、中央アフリカのサバンナで突然変異的に出現しました。すなわち、

人間の出現の背景は「比較的知能指数が動物の中では高かった類人猿の存在」と「その猿が住む密林が自然

による乾燥化で草原化し、２足歩行の動物の存在」と「その動物の２足歩行による知能の進化の存在」があっ

てのみ人間が出現したのであって、その条件が備わっていたのは中央アフリカのサバンナのみでした。 

ＳＣも人間も突然変異的に特定のエリアの一点で出現し、その後、最適な環境に適合（自分の適した分野）

で拡大し、やがて環境への適合が飽和状態になると異なる環境に適合して自らの仕組みを変えることにより

生活領域を広げ、最終的には全エリアへ進出し覇権(一番強い存在になる)を握ります。 

マダガスカルの猿の多様化は、猿の生存していなかったマーケットの中で猿の量的拡大が起こり、やがて

飽和状態になり、さらに多様化して、あらゆるマーケットの覇権を握りました。 

マーケットが満杯あるいは飽和状態になると弱者はそこで淘汰が始まります。しかし、潜在的な強者は、

第２ステップの進化が起こり、新たなマーケットを創造(需要創造や顧客創造)して、ますます自らの領域を

広げていきます。自らの領域を広げるためには「自ら新たなマーケットにカスタマイズ化(最適合化)」しな

ければ勝ち残れません。 

ＳＣもアメリカでは 1916 年に出現(最初のＳＣはマーケットスクエア)し、成長期は 1940～1970 年の 40 年

間で、一通りＳＣが全米に行き渡り飽和期になりました。しかし、1980 年代のバリューの時代(ディスカウ

ント業態の時代)を経て、1990 年～現在まで、エンターテインメントセンター、ライフスタイルセンター、

タウンセンター、バリューセンター、レジャーリゾートＳＣ、コンビニエンスセンター等の従来のＲＳＣと

は切り口が異なるＳＣが続々と出現し、まさにＳＣの飽和期の後のＳＣの成熟期はＳＣの多様化の時代と

なっています。 

日本も 1970～2010 年までのＳＣの成長期(1970～1980 年はＣＳＣ、1990～2010 年はＲＳＣ)が終わり、

2011～2015 年まではＳＣの飽和期となり、さらに 2016 年以降はＳＣの成熟期となり、ＳＣは減少するので

はなくＳＣの多様化の時代となります。このように強者は一点で突然変異的に出現し、環境に対応して拡大

し、さらに飽和期になると多様化して異なる環境にも適合して、やがて覇権を握ります。人類もＳＣもマダ

ガスカルの猿も、宇宙も、徳川幕府も一点で生まれ、環境の変化の中で進化して、覇権を握りました。アメ

リカのＳＣの小売業に占めるシェアは 61％です。まさにＳＣは流通業界の覇権業態です。 
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